
コース 必修選択の別 科目名 単位数 講師
Academic Englishコース 2 必修 実用外国語Ⅲ 2 Navarra Hany
Academic Englishコース 2 必修 実用外国語Ⅳ 2 Navarra Hany
Academic Englishコース 2 必修 ビジネス外国語Ⅲ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 必修 ビジネス外国語Ⅳ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 必修 ホスピタリティⅠ 2 井上由美子
Academic Englishコース 2 必修 ホスピタリティⅡ 2 井上由美子
Academic Englishコース 2 必修 外国語会話Ⅲ 2 Kevin
Academic Englishコース 2 必修 外国語会話Ⅳ 2 Kevin
Academic Englishコース 2 必修 総合外国語Ⅲ 2 Joseph Altham
Academic Englishコース 2 必修 総合外国語Ⅳ 2 Joseph Altham
Academic Englishコース 2 必修 プレゼンテーションⅢ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 必修 プレゼンテーションⅣ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 選択 時事研究Ⅲ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 選択 時事研究Ⅳ 2 三浦文貴
Academic Englishコース 2 選択 経営学 2 平野朝子
Academic Englishコース 2 選択 マーケティング 2 平野朝子
Academic Englishコース 2 選択 ビジネスコミュニケーションⅠ 2 井上由美子
Academic Englishコース 2 選択 ビジネスコミュニケーションⅡ 2 井上由美子
Academic Englishコース 2 選択 接遇外国語Ⅲ 2 山北麻美
Academic Englishコース 2 選択 接遇外国語Ⅳ 2 山北麻美
Academic Englishコース 2 選択 特別演習Ⅲ 2 山北麻美
Academic Englishコース 2 選択 特別演習Ⅳ 2 山北麻美
Academic Englishコース 2 選択 ビジネス検定対策Ⅲ 2 佐々木沙知
Academic Englishコース 2 選択 ビジネス検定対策Ⅳ 2 佐々木沙知
Academic Englishコース 2 選択 課程演習Ⅲ 2 佐々木沙知
Academic Englishコース 2 選択 課程演習Ⅳ 2 佐々木沙知
Academic Englishコース 2 選択 外国語Ⅱ 2 Joseph Altham
Academic Englishコース 2 選択 キャリアデザイン論Ⅰ 2 田 章一
Academic Englishコース 2 選択 キャリアデザイン論Ⅱ 2 田 章一
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専門必修科目合計
専門選択科目合計

合計



科目名 実用外国語Ⅲ（Basic Economics in English I）

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Navarra Hany (ナバラ　ハニー）

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
経済とは何か／ニーズ・ウォンツ・希少性

到達目標

➜経済の基本概念（ニーズとウォンツ、希少性、選択と機会費用、家計・企業・政府、財とサービス、価格、需要と供給、競争と独
占、お金・銀行・税など）を、やさしい英語で説明できるようになる。
➜短い英語の文章から、日常的な経済トピックの「主な内容」を読み取ることができるようになる。
➜自分や自国の身近な経済状況について、簡単な英語のセンテンスを使ってペア・グループで話し合うことができるようになる。
➜基本的な経済の例（ニーズと資源、簡単な希少性の問題など）について、短い英文やごく簡単なパラグラフを書くことができるよ
うになる。
➜グループで簡単なポスターとショートプレゼンテーションを準備し、イントロレベルの経済トピックについて英語で発表できるよう
になる。

講義概要

本講義では、TOEIC400点程度の学生を対象に、やさしい英語で経済学の基礎を学ぶ。ニーズとウォンツ、希少性、家計・企業・
政府の役割、財とサービス、価格、需要と供給、競争と独占、お金と銀行、税金など、日常生活に身近なトピックを扱う。授業では、
語彙の導入、短いリーディング、リスニングやディクテーション、ペア・グループでのスピーキング活動を組み合わせ、英語で経済
について「聞く・読む・話す・書く」力をバランスよく育成する。CLIL/タスクベースのアプローチを用い、学生同士の対話と活動を中
心とした、参加型・低ストレスの授業を行う。

学修成果

➜経済の基本用語とシンプルな英語表現を使って、身近な経済現象を説明できる。
➜短い英文テキストや音声から、ニーズ・希少性・価格などの基本的な内容を理解できる。
➜ペア・グループ活動を通して、自国の経済状況や日常生活の例を英語で共有し、意見交換ができる。
➜簡単なポスターとショートプレゼンテーションを作成し、基本的な経済トピックを英語で発表できる。

事前学習

各回の指定語彙とキーワードを事前に確認し、配布されたプリントやテキストの該当ページを予習する（約60分）。

事後学習

授業で扱った語彙・表現・例文を復習し、ノートやワークシートを整理する。クイズや期末テストに備え、プリントの例題を解き直す
（約60分）。

授業計画

第2回
日常生活における選択と機会費用

第3回
家計・企業・政府の役割

第4回
身の回りの財・サービスと市場

第5回
価格と需要／「安い」「高い」と需要の変化

第6回
企業が生産する理由／供給とコストの基礎

第7回
需要と供給を組み合わせた市場のストーリー

第8回
競争市場と独占市場の違い

第9回
お金とは何か／その役割と使い方

第10回
銀行と支払い／政府と税金の基礎

区分
割合
（％）

内容

第11回
プロジェクト準備とこれまでの復習

第12回
グループプロジェクト作業（ポスター・発表準備）

第13回
グループ発表（ポスター・ショートプレゼンテーション）

第14回
期末テストに向けた総復習

第15回
期末テスト

成績評価の方法

定期試験 40 期末テスト：語彙・読解・短い記述など

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 50 毎回の小テスト、語彙・リーディングチェック、ディスカッション・活動への参加

その他 10 プロジェクト・プレゼンテーション

教科書

Original Source, Learning Essential Economics in English

参考書



科目名 実用外国語IV（Basic Economics in English II）

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Navarra Hany (ナバラ　ハニー）

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
実用外国語Ⅲの復習と基本用語の確認

到達目標

➜物価の変化、賃金や生活費、為替レート、貿易やグローバル化、格差と政府の支援など、日常生活に関わる経済トピックについて、やさしい
英語で自分の考えや経験を説明できるようになる。
➜比較表現や意見表現を用いて、「自国と日本の物価・生活コスト」「お金の使い方や貯蓄の習慣」などを英語で比べて話すことができるように
なる。
➜簡単なリーディング・リスニング教材から、物価・為替・貿易等に関する英文の「主な内容」と原因・結果の関係を理解できるようになる。
➜グループで一つの経済トピックを選び、ポスターとショートプレゼンテーションを作成して、英語で発表できるようになる。

講義概要

本講義は、実用外国語Ⅲで学んだ経済の基礎概念（ニーズとウォンツ、希少性、家計・企業・政府、需要と供給など）を土台に、より身近で具
体的なトピックを通して英語運用能力を伸ばすことを目的とする。
物価の変化とインフレ、賃金と生活費、為替レートと海外旅行・送金、貿易とグローバル化、格差と政府の支援、環境と経済などを扱い、学生自
身の生活や出身国の状況と結びつけながら学ぶ。
授業では、語彙・表現の導入、短い英文リーディング、リスニング・ディクテーション、ペア・グループでのディスカッション、意見文やミニレポート
の作成、ポスター発表準備などを組み合わせ、タスクベース・コミュニカティブなアプローチで進める。

学修成果

➜物価や賃金・生活費、為替レート、貿易・グローバル化、格差と政府の支援、環境と経済に関する基本的な英語の語彙・表現を理解し、簡単
な会話や発表で使用できるようになる。
➜自国と日本の物価・生活コストや、お金の使い方・貯蓄の習慣について、自分の意見や経験を英語のセンテンスや短いパラグラフで表現で
きるようになる。
➜リーディング・リスニング教材を通して、物価・為替・貿易等に関する英文の主な内容と、原因・結果の関係を理解し説明できるようになる。
➜グループで一つの経済トピックを調べ、ポスターとショートプレゼンテーションを作成し、英語で発表できるようになる。

事前学習

各回で扱うトピックに関連する語彙リストや配布プリントを事前に読み、知らない単語を調べておく（約60分）。
指定された短い英文やグラフ・図を下読みし、授業中に扱う内容のイメージをつかんでおく。

事後学習

授業で学んだ語彙・表現・例文をノートにまとめ、ディスカッションで使ったセンテンスや先生からのフィードバックを復習する（約60分）。
クイズや期末テスト、最終プロジェクトに備えて、プリントやワークシートの問題を解き直し、自分の弱点（語彙・文法・表現）を確認する。

授業計画

第2回
物価の変化とインフレ（身近な価格の上昇）

第3回
ディフレ・セール・割引と店の価格戦略

第4回
賃金・収入と生活費（生活コストの比較）

第5回
お金の使い方と貯蓄の習慣

第6回
為替レートの基礎と海外旅行・買い物

第7回
送金と家族への仕送り（為替と生活）

第8回
輸入・輸出と身の回りの製品（どこで作られているか）

第9回
グローバル化と仕事の変化（外国人労働者など）

第10回
格差と政府の支援（福祉・奨学金・公共サービス）

区分 割合（％） 内容

第11回
環境問題と経済（簡単なグリーン経済のトピック）

第12回
最終プロジェクトの計画とアウトライン作成

第13回
グループプロジェクト作業

第14回
グループ発表と質疑応答

第15回
総復習と期末テスト

成績評価の方法

定期試験 40 期末テスト：語彙・読解・短い記述など

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 50 毎回の小テスト、語彙・リーディングチェック、ディスカッション・活動への参加

その他 10 プロジェクト・プレゼンテーション

教科書

Original Source, Learning Essential Economics in English

参考書



科目名 ビジネス外国語Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
オリエンテーション

到達目標

外国人が日本で働く上で必要になる、丁寧かつ活きた日本語を身につけ、更に語彙力を向上させ、円滑なコミュニケーションと信
頼関係の構築ができるようにする。

講義概要

本授業では、留学生を対象に、ビジネスメールやビジネス会議などの実際の職場場面を通して、日本語によるコミュニケーション能
力を養成する。
メール作成、報告・連絡・相談、会議での発言や意見交換などを学習し、ビジネス場面で必要となる語彙・表現・敬語を実践的に
身につける。
また、ロールプレイやグループ活動を通して、自分の考えを相手にわかりやすく伝える力を高め、日本企業で求められるコミュニ
ケーション能力の向上を目指す。

学修成果

学生がビジネスメールや会議などの職場場面において、適切な日本語を用いてコミュニケーションできるようになることを目標とす
る。
また、実践的な活動を通して、ビジネス場面に必要な語彙力・表現力・発信力を身につけ、日本企業で働くための基礎的な日本語
運用能力を向上させる。

事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
社内一斉メール①

第3回
社内一斉メール②

第4回
社内一斉メール③

第5回
会議準備①

第6回
会議準備②

第7回
電話①

第8回
電話②

第9回
お詫び

第10回
お知らせ文書

区分 割合（％） 内容

第11回
キャッチコピー

第12回
同僚との雑談①

第13回
同僚との雑談②

第14回
復習

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

ビジネス日本語オール・イン・ワン改訂版

参考書



科目名 ビジネス外国語Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
前期復習

到達目標

職場でのやり取りを理解し、状況に応じた対応ができる。
BJTで必要となるビジネス場面の語彙・表現・読解力を身につける。
日本企業における実践的なコミュニケーション能力を向上させる。

講義概要

本授業では、前期で学習したビジネスコミュニケーションの基礎を発展させ、ビジネスメール、会議、電話応対、意見交換などの実
践的な場面を通して、日本語運用能力を高める。
また、BJT（ビジネス日本語能力テスト）で扱われる問題形式やビジネス場面を取り入れ、聴解・読解・表現活動を行いながら、日本
企業で求められる実践的なコミュニケーション能力を養成する。
ロールプレイやケーススタディを通して、状況に応じて適切に考え、伝える力を身につけることを目指す。

学修成果

授業終了時には、学生がビジネス場面において適切な日本語を用いて円滑にコミュニケーションできるようになることを目標とす
る。
また、BJTで求められる読解力・聴解力・表現力を身につけ、就職活動や日本企業での実務に活用できる実践的な日本語能力を
向上させる。

事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
値下げ交渉①

第3回
値下げ交渉②

第4回
営業

第5回
売り上げ

第6回
個人情報①

第7回
個人情報②

第8回
顧客満足度調査①

第9回
顧客満足度調査②

第10回
出張①

区分 割合（％） 内容

第11回
出張②

第12回
日程調整

第13回
働き方・人事制度

第14回
総復習

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

ビジネス日本語オール・イン・ワン改訂版

参考書



科目名 ホスピタリティⅠ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 井上由美子

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
朝礼　学習予定と目標設定　チーム編成　事前学習指導

到達目標

ビジネスマナーの理解をさらに深め、ホスピタリティ理解の土台を作る。話す敬語に加えて、書く敬語の知識を身につけ、ビジネス
文書やビジネスメールなど、就職活動に必要なスキルを理解する。

講義概要

事前学習でビジネス用語を含む例文を作成し、チーム内共有後、報告トレーニングを行う。ビジネス文書の基本やビジネスメール
の書き方を学ぶ。日本の企業文化や会社訪問のマナーを学習する。

学修成果

敬語を使ってコミュニケーションが取れる。ビジネスメールの基本や企業からの返信メールの書き方がわかる。

事前学習

事前学習用プリントを仕上げる。60分程度

事後学習

授業で配布したプリントを音読し、内容をノートにまとめる。60分程度

授業計画

第2回
朝礼　チーム名発表　事例研究ケーススタディ①

第3回
朝礼　言葉の解像度を上げるワーク「当事者意識」

第4回
朝礼　「なぜホスピタリティを学ぶのか」グループディスカッション

第5回
朝礼　ホスピタリティ実践に必要な３つの基本ステップ

第6回
朝礼　お客様を発想の起点にする　事例研究②

第7回
朝礼　ビジネス文書の基本

第8回
朝礼　敬語演習　書く敬語　文書での慣用表現

第9回
朝礼　社外文書作成　実習

第10回
朝礼　ビジネスメールの基本

区分 割合（％） 内容

第11回
朝礼　ビジネスメール作成　実習

第12回
朝礼　会社訪問　受付での立ち居振る舞い　ロールプレイング

第13回
朝礼　ビジネス文書の種類

第14回
朝礼　小テスト　ファイルチェック

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜プリントを配布

参考書



科目名 ホスピタリティⅡ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 井上由美子

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
朝礼　これまでの学習振り返りと今後の課題確認　目標設定

到達目標

冠婚葬祭の目的や意義を理解し、対応できるようになる。食事マナーを学び、社会人として会食の場で品格ある行動ができるように
なる。お客様に喜んでいただきたいという思いとその心を表現出来るようになる。

講義概要

２年間の総仕上げとして、大人のマナーについて学習する。ホスピタリティの土台となるビジネスマナーは勿論のこと、冠婚葬祭の
基礎知識、食事のマナー、ビジネスチャンスにつながる季節の行事や日本のしきたりなど、人として高い評価を得られるような知識
に触れ、日本社会への理解を深めるとともに人間力を磨く。

学修成果

社会人として、大人として、知っていれば失敗を防ぐことができるマナーや常識の知識が身に付く。日本の行事やしきたりを、ビジネ
スにつながるヒントと考えられるようになる。

事前学習

事前学習プリントを仕上げる。60分程度

事後学習

配布プリントを音読し、内容をノートにまとめる。　60分程度

授業計画

第2回
朝礼　冠婚葬祭の目的と意義　冠婚葬祭知識とビジネスの繋がり

第3回
朝礼　冠婚葬祭　日本の主な通過儀礼「冠」のしきたり

第4回
朝礼　冠婚葬祭「婚」のしきたり　招待されたときのマナー

第5回
朝礼　冠婚葬祭「葬」のしきたり　ビジネスにおける訃報対応

第6回
朝礼　冠婚葬祭「祭」のしきたり① 季節の行事と地域社会

第7回
朝礼　冠婚葬祭「祭」のしきたり② 暦と二十四節気

第8回
朝礼　日本の食文化　食事とビジネスの関係　各国の料理自慢

第9回
朝礼　和食のマナー　日本料理の基礎知識　箸使いの作法

第10回
朝礼　西洋料理のマナー　立ち居振る舞いとカトラリーの使い方

区分 割合（％） 内容

第11回
朝礼　中華料理のマナー　中華料理の基礎知識と回転卓の作法

第12回
朝礼　縦書きのビジネス文書　案内状・招待状・お礼状

第13回
朝礼　縦書き手書きのお礼状　下書き文書を作成する

第14回
朝礼　筆ペンの使い方実習　お礼状を筆ペンで清書して仕上げる

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜プリントを配布

参考書



科目名 外国語会話Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Kevin

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
Introductionar
UNIT 1 PSYCHOLOGY - Are first impressions accurate?

到達目標

TOEIC: 550 - 780
TOEFL iBT: 41 - 71
CEFR: B1

講義概要

This class focuses on reading and writing and develops critical thinking skills essential for communication in English. Based on a 
question-centered critical thinking approach, this course allows learners to question, analyze, and self-assess while improving 
their English language skills. Critical Thinking Strategy sections, topics, and assessments help students develop the techniques 
and critical thinking skills they need to move forward in their studies.

学修成果

Students can acquire linguistic, non-cognitive skills and Global Skills essential for communication.

事前学習

Study the vocabulary and grammar items to be covered in the unit

事後学習

Review the studied vocabulary and grammar items

授業計画

第2回
UNIT 1 PSYCHOLOGY - Are first impressions accurate?

第3回
UNIT 1 PSYCHOLOGY - Are first impressions accurate?

第4回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What is the diet of the future?

第5回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What is the diet of the future?

第6回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What is the diet of the future?

第7回
UNIT 3 ENGINEERING - How does nature inspires innovation?

第8回
UNIT 3 ENGINEERING - How does nature inspires innovation?

第9回
UNIT 3 ENGINEERING - How does nature inspires innovation?

第10回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How does marketing influence us?

区分 割合（％） 内容

第11回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How does marketing influence us?

第12回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How does marketing influence us?

第13回
Review: UNIT 1- UNIT 4

第14回
Review: UNIT 1- UNIT 4

第15回
Term-end Test

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

Q Skills for Success: Listening and Speaking - Level 3

参考書



科目名 外国語会話Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Kevin

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
UNIT 5 BIOLOGICAL SCIENCES - How can we slow the aging process?

到達目標

TOEIC: 550 - 780
TOEFL iBT: 41 - 71
CEFR: B1

講義概要

This class focuses on reading and writing and develops critical thinking skills essential for communication in English. Based on a 
question-centered critical thinking approach, this course allows learners to question, analyze, and self-assess while improving 
their English language skills. Critical Thinking Strategy sections, topics, and assessments help students develop the techniques 
and critical thinking skills they need to move forward in their studies.

学修成果

Students can acquire linguistic, non-cognitive skills and Global Skills essential for communication.

事前学習

Study the vocabulary and grammar items to be covered in the unit

事後学習

Review the studied vocabulary and grammar items

授業計画

第2回
UNIT 5 BIOLOGICAL SCIENCES - How can we slow the aging process?

第3回
UNIT 5 BIOLOGICAL SCIENCES - How can we slow the aging process?

第4回
UNIT 6 TECHNOLOGY - Will artificial intelligence ever be as smart as humans?

第5回
UNIT 6 TECHNOLOGY - Will artificial intelligence ever be as smart as humans?

第6回
UNIT 6 TECHNOLOGY - Will artificial intelligence ever be as smart as humans?

第7回
UNIT 7 PSYCHOLOGY - Can money buy happiness?

第8回
UNIT 7 PSYCHOLOGY - Can money buy happiness?

第9回
UNIT 7 PSYCHOLOGY - Can money buy happiness?

第10回
UNIT 8 SOCIAL SCIENCES - What makes a community successful?

区分 割合（％） 内容

第11回
UNIT 8 SOCIAL SCIENCES - What makes a community successful?

第12回
UNIT 8 SOCIAL SCIENCES - What makes a community successful?

第13回
Review: UNIT 5- UNIT 8

第14回
Review: UNIT 5- UNIT 8

第15回
Term-end Test

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

Q Skills for Success: Listening and Speaking - Level 3

参考書



科目名 総合外国語Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Ｊｏｓｅｐｈ

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
Introductionar
UNIT 1 BUSINESS AND MARKETING - How do I find my calling?

到達目標

TOEIC: 550 - 780
TOEFL iBT: 41 - 71
CEFR: B1

講義概要

This class focuses on reading and writing and develops critical thinking skills essential for communication in English. Based on a 
question-centered critical thinking approach, this course allows learners to question, analyze, and self-assess while improving 
their English language skills. Critical Thinking Strategy sections, topics, and assessments help students develop the techniques 
and critical thinking skills they need to move forward in their studies.

学修成果

Students can acquire linguistic, non-cognitive skills and Global Skills essential for communication.

事前学習

Study the vocabulary and grammar items to be covered in the unit

事後学習

Review the studied vocabulary and grammar items

授業計画

第2回
UNIT 1 BUSINESS AND MARKETING - How do I find my calling?

第3回
UNIT 1 BUSINESS AND MARKETING - How do I find my calling?

第4回
UNIT 1 BUSINESS AND MARKETING - How do I find my calling?

第5回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What affects our food choices?

第6回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What affects our food choices?

第7回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What affects our food choices?

第8回
UNIT 2 BIOLOGICAL SCIENCES - What affects our food choices?

第9回
UNIT 3 TECHNOLOGY - How has technology affected our lives?

第10回
UNIT 3 TECHNOLOGY - How has technology affected our lives?

区分 割合（％） 内容

第11回
UNIT 3 TECHNOLOGY - How has technology affected our lives?

第12回
UNIT 3 TECHNOLOGY - How has technology affected our lives?

第13回
Review: UNIT 1- UNIT 3

第14回
Review: UNIT 1- UNIT 3

第15回
Term-end Test

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

Q Skills for Success: Reading and Writing - Level 3

参考書



科目名 総合外国語Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Ｊｏｓｅｐｈ

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
UNIT 6 BIOLOGICAL SCIENCES - Why do people take risks?

到達目標

TOEIC: 550 - 780
TOEFL iBT: 41 - 71
CEFR: B1

講義概要

This class focuses on reading and writing and develops critical thinking skills essential for communication in English. Based on a 
question-centered critical thinking approach, this course allows learners to question, analyze, and self-assess while improving 
their English language skills. Critical Thinking Strategy sections, topics, and assessments help students develop the techniques 
and critical thinking skills they need to move forward in their studies.

学修成果

Students can acquire linguistic, non-cognitive skills and Global Skills essential for communication.

事前学習

Study the vocabulary and grammar items to be covered in the unit

事後学習

Review the studied vocabulary and grammar items

授業計画

第2回
UNIT 6 BIOLOGICAL SCIENCES - Why do people take risks?

第3回
UNIT 6 BIOLOGICAL SCIENCES - Why do people take risks?

第4回
UNIT 6 BIOLOGICAL SCIENCES - Why do people take risks?

第5回
UNIT 7 ECONOMICS - How can a company do good for others?

第6回
UNIT 7 ECONOMICS - How can a company do good for others?

第7回
UNIT 7 ECONOMICS - How can a company do good for others?

第8回
UNIT 7 ECONOMICS - How can a company do good for others?

第9回
UNIT 8 SPORTS SCIENCE - What are the costs of success?

第10回
UNIT 8 SPORTS SCIENCE - What are the costs of success?

区分 割合（％） 内容

第11回
UNIT 8 SPORTS SCIENCE - What are the costs of success?

第12回
UNIT 8 SPORTS SCIENCE - What are the costs of success?

第13回
Review: UNIT 6- UNIT 8

第14回
Review: UNIT 6- UNIT 8

第15回
Term-end Test

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

Q Skills for Success: Reading and Writing - Level 3

参考書



科目名 プレゼンテーションⅢ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
オリエンテーション

到達目標

発表テーマに関する情報を収集・整理し、論理的に構成できる。
質疑応答において、自分の考えを簡潔に説明できる。
相手に伝わる話し方や表現方法を理解し、実践できる。

講義概要

本授業では、これまでに学習したプレゼンテーションの基礎を発展させ、情報収集・資料作成・発表技術を総合的に学ぶ。
学生自身がテーマを設定し、調査・分析を行いながら、聞き手に分かりやすく伝えるための構成力や表現力を養成する。
また、PowerPoint等を用いた視覚的資料作成や質疑応答練習を通して、就職活動やビジネス場面で活用できる実践的な発表能
力を高める。

学修成果

授業終了時には、学生が自ら設定したテーマについて、情報を整理しながら論理的に発表できるようになることを目標とする。
また、資料作成能力、発表力、コミュニケーション能力を向上させ、就職活動や実際のビジネス場面で活用できる実践的なプレゼ
ンテーション能力を身につける。

事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
１年次の復習

第3回
グループ発表①（業界研究）

第4回
グループ発表②（業界研究）

第5回
フィードバック

第6回
アメリカ企業について①

第7回
アメリカ企業について②

第8回
発表①

第9回
発表②

第10回
発表③

区分 割合（％） 内容

第11回
フィードバック

第12回
シナリオ構築

第13回
３部構成のシナリオ・ツリー

第14回
復習

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

パーフェクトプレゼンテーション（八幡緋芦史著）

その他 0

教科書

ビジネス日本語オール・イン・ワン改訂版

参考書



科目名 プレゼンテーションⅣ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
前期復習

到達目標

ビジネス課題に対して情報収集・分析を行い、論理的に内容を整理できる。
ビジネス場面に適した日本語表現を用いて、説得力のある発表ができる。
データや事例を活用しながら、自分の提案や考えを説明できる

講義概要

本授業では、プレゼンテーションⅢで学習した基礎・応用技能を発展させ、ビジネス場面を想定した実践的なプレゼンテーション能
力を養成する。
企業分析、商品提案、マーケティング、課題解決提案などをテーマとし、情報収集・分析・資料作成・発表を一貫して行う。
また、聞き手を意識した論理的説明、データを活用した提案、質疑応答への対応などを通して、日本企業で求められる発信力・提
案力・コミュニケーション能力を高めることを目的とする。

学修成果
授業終了時には、学生がビジネス場面において必要となるプレゼンテーション能力を身につけ、論理的かつ説得力のある発表を行えるようにな
ることを目標とする。
また、資料作成能力、分析力、提案力、コミュニケーション能力を総合的に向上させ、就職活動や日本企業での実務に活用できる実践的な発信
力を習得する。
事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
デリバリー技術①

第3回
デリバリー技術②

第4回
デリバリー技術③

第5回
デリバリー技術④

第6回
ビジュアル・プレゼンテーション①

第7回
ビジュアル・プレゼンテーション②

第8回
ビジュアル・プレゼンテーション③

第9回
双方向のプレゼンテーション①

第10回
双方向のプレゼンテーション②

区分 割合（％） 内容

第11回
発表準備

第12回
発表①

第13回
発表②

第14回
発表③

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

パーフェクトプレゼンテーション（八幡緋芦史著）

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 時事研究Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 1

第1回
オリエンテーション／ニュース記事の読み方

到達目標

日本語のビジネスニュースや企業事例を読み、内容を分析し、ケーススタディを通して、企業課題や社会問題について考察でき
る。
根拠を示しながら、自分の意見を論理的に説明できる。
ビジネス場面で必要となる読解力・分析力・提案力を身につける。

講義概要

本授業では、日本語のビジネスニュースや企業事例を教材として使用し、ケーススタディ形式で企業活動や社会問題について分
析・考察を行う。
ニュース記事の読解だけでなく、「なぜこの問題が起きたのか」「企業はどのような判断をしたのか」などを多面的に考察し、ディス
カッションや発表を通して論理的思考力と表現力を養成する。
また、実際のビジネス場面を想定した課題解決型学習を取り入れ、日本企業で必要とされる分析力・提案力・コミュニケーション能
力を高めることを目的とする。

学修成果

授業終了時には、学生がビジネスニュースや企業事例を多角的に分析し、自分の考えを論理的に説明できるようになることを目標
とする。
また、ケーススタディを通して問題解決能力やコミュニケーション能力を向上させ、日本企業で必要となる実践的なビジネス日本語
運用能力を身につける。

事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
企業の新商品戦略に関するニュース分析１

第3回
企業の新商品戦略に関するニュース分析２

第4回
人材不足・外国人雇用に関するケーススタディ１

第5回
人材不足・外国人雇用に関するケーススタディ２

第6回
SNS炎上・企業リスク管理に関するニュース研究１

第7回
SNS炎上・企業リスク管理に関するニュース研究２

第8回
AI・DX導入による企業変化の分析１

第9回
AI・DX導入による企業変化の分析２

第10回
環境問題・SDGsと企業活動のケーススタディ１

区分 割合（％） 内容

第11回
環境問題・SDGsと企業活動のケーススタディ２

第12回
グループによる企業分析・課題解決提案１

第13回
グループによる企業分析・課題解決提案２

第14回
これまでの講義のまとめ

第15回
定期試験

成績評価の方法

定期試験 60%

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40%

新聞、ビジネス雑誌などから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 時事研究Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 三浦　文貴

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 1

第1回
前期復習／グローバルビジネスとは何か

到達目標

世界のビジネスニュースや国際的な企業事例を理解し、分析できる。
多文化・国際的視点から企業活動や社会問題を考察できる。
ニュースやデータを活用しながら、課題解決案を提案できる。

講義概要

本授業では、前期で学習したケーススタディの基礎を発展させ、日本だけでなく世界の企業活動や国際社会に関するニュースを
題材として分析・考察を行う。グローバル企業、国際経済、環境問題、AI、海外マーケティング、多文化共生などのテーマを取り上
げ、ニュース記事や企業事例を通して、国際的な視点からビジネスを理解する力を養成する。
また、ディスカッションやプレゼンテーション活動を通して、課題発見力、論理的思考力、発信力を高め、日本企業およびグローバ
ル社会で活躍できる実践的なコミュニケーション能力を身につけることを目的とする。

学修成果

学生が国際的なビジネスニュースや企業事例を多面的に分析し、自分の意見や提案を論理的に発表できるようになることを目標と
する。
また、グローバル社会に必要な読解力・分析力・発信力を身につけ、日本企業や国際的なビジネス環境で活用できる実践的な日
本語運用能力を向上させる。

事前学習

各回の内容に合わせた事前学習を指定。

事後学習

各回の内容に合わせた復習（目安1回30分）や宿題を指定。

授業計画

第2回
海外企業のマーケティング戦略に関するニュース分析１

第3回
海外企業のマーケティング戦略に関するニュース分析２

第4回
AI・テクノロジーと世界経済の変化1

第5回
AI・テクノロジーと世界経済の変化２

第6回
国際問題と企業活動（環境・SDGs・エネルギー問題）１

第7回
国際問題と企業活動（環境・SDGs・エネルギー問題）2

第8回
多文化社会と外国人雇用に関するケーススタディ１

第9回
多文化社会と外国人雇用に関するケーススタディ２

第10回
世界のスタートアップ企業とイノベーション研究１

区分 割合（％） 内容

第11回
世界のスタートアップ企業とイノベーション研究２

第12回
グループによる国際企業分析・課題解決提案１

第13回
グループによる国際企業分析・課題解決提案２

第14回
これまでの講義のまとめ

第15回
定期試験

成績評価の方法

定期試験 60%

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40%

新聞、ビジネス雑誌などから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 経営学

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 　  平野朝子

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
講義ガイダンス／経営とは／経営を取り巻く環境変化とSDGｓ／企業の社会的責任

到達目標

経営学の基本概念を理解し、企業活動の仕組みと役割を理解する。経営戦略や競争環境を分析する基礎的な視点を身につけ、
実際の企業事例をもとに課題を発見し、自分なりに考えられるようにする。経営に関する基礎理論を日常や社会問題に応用できる
視点を身に付ける。

講義概要

経営学の基礎理論と現代企業の活動を体系的に学ぶ。次の内容を含む：経営学の歴史と基本理論、組織論、経営戦略論、マー
ケティング基礎、経営資源、ケーススタディによる実践的理解。理論解説に加え、事例分析やディスカッションを通じて理解を深め
る。

学修成果

経営に関する基本用語や理論を理解した上で、企業の行動を複数の視点から考察できる知識を得る。また、これをもとに、簡単な
経営課題に対して、自分の意見を根拠とともに組み立て、文章または口頭で表現し、グループディスカッションで議論を深められ
る。

事前学習

講師が指定する宿題を事前学習としておこなっておく。60分程度

事後学習

各回の学習内容について、実践できるように復習する。60分程度

授業計画

第2回
企業と会社／会社とフリーランス／経営の４つの資源

第3回
会社の生存戦略としての経営／事業デザインとイノベーション

第4回
製品志向と市場志向／戦略論①

第5回
戦略論②／売れる仕組みづくりとしてのマーケティング／ニーズとベネフィット

第6回
戦略を動かす仕組み／施策策定とマネジメント

第7回
人的資源の活用と組織マネジメント①

第8回
人的資源の活用と組織マネジメント②

第9回
経営資源としての情報マネジメントとリテラシー

第10回
資金調達・投資判断・コスト管理

区分 割合（％） 内容

第11回
現代の経営課題と求められる変化①（経営とAI・ビジネス変革・世界市場対応・社会価値と利益）／取り組み事例

第12回
現代の経営課題と求められる変化②（付加価値の変化・多様性活用・ハラスメント・柔軟な業務環境）／取り組み事
例

第13回
不確実性と経営

第14回
経営論まとめ

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 50

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 50

適宜引用

その他

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 マーケティング

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 　  平野朝子

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
講義ガイダンス／マーケティングのイントロダクション

到達目標

マーケティングの基本概念および理論とフレームワークを理解し、企業活動や市場環境の分析に応用し、事例に適用できる能力を
養う。実際の企業事例をもとにマーケティング戦略を論理的に考察することができる。

講義概要

マーケティングの基礎理論とその実践的応用について学ぶ。マーケティングの定義と役割、顧客価値の創造、STP戦略、マーケ
ティング・ミックスについて体系的に理解する。消費者行動や市場分析の基本手法を学び、企業の実際の事例を通じてマーケティ
ング戦略の構築プロセスを考察する。ケーススタディやグループワークを取り入れ、理論と実務の橋渡しを行う。

学修成果

マーケティングの基本理論を体系的な理解と、市場・顧客・競合に関する基礎的な分析手法の習得。簡単なマーケティング戦略の
立案、マーケティング課題を論理的思考に基づいたマーケティング課題の説明・議論、現実のビジネス事例考察。

事前学習

講師が指定する宿題を事前学習としておこなっておく。60分程度

事後学習

各回の学習内容について、実践できるように復習する。60分程度

授業計画

第2回
マーケティング環境分析

第3回
消費者行動①

第4回
消費者行動②

第5回
市場細分化

第6回
ターゲティング戦略

第7回
ポジショニング戦略

第8回
製品戦略

第9回
価格戦略

第10回
流通戦略

区分 割合（％） 内容

第11回
プロモーション戦略

第12回
統合的マーケティング戦略

第13回
デジタルマーケティングと最新動向

第14回
マーケティングまとめ

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 50

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 50

適宜引用

その他

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 ビジネスコミュニケーションⅠ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 井上由美子

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本の地名と位置関係

到達目標

ビジネスコミュニケーションで話題となる日本文化に関する知識を理解する。日常生活に浸透しているカタカナ用語を理解する。各
都道府県に関連する基本情報を理解する。

講義概要

毎回、学生がリーダーとなって朝礼を行う。４７都道府県それぞれの文化や観光地、特産物、祭りなどを社会人の常識として学ぶ。
あらゆるシーンで使用頻度の高いカタカナ用語を学ぶ。

学修成果

日本各地の特徴や、カタカナ用語を理解することで、ビジネス会話での相手の状況や背景への理解が深まる。

事前学習

カタカナ用語を学習するワークシートを仕上げる。60分程度

事後学習

朝礼でメモした例文をノートに書き写して整理する。60分程度

授業計画

第2回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「北海道」

第3回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「東北」

第4回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「東海・北陸」

第5回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「関東」

第6回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「甲信越」

第7回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「東海」

第8回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「北陸」

第9回
朝礼（カタカナ用語例文報告）　日本を知る「近畿」

第10回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　日本を知る「中国」

区分 割合（％） 内容

第11回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　日本を知る「四国」

第12回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　日本を知る「九州」

第13回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　日本を知る「沖縄」

第14回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　これまでの講義のまとめ

第15回
朝礼（カタカナ用語の例文を報告）　小テスト

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜プリントを配布

参考書



科目名 ビジネスコミュニケーションⅡ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 ２年

授業回数 15回

担当教員 井上由美子

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
朝礼　前期の振り返り

到達目標

ホスピタリティマインドを持って、来客応対ができる。名刺交換の手順を理解する。③名刺交換の際、雑談で場を和ませることができ
る。

講義概要

就職に向けて、来客応対と名刺交換など実習を通してを学ぶ。ビジネスコミュニケーションで使われる欧文略語を学ぶ。名刺交換
の際の会話力を向上させる。会議の流れと準備について学習する。

学修成果

社会人として、大人として、心得ておきたい振る舞いや、ビジネス会話力が向上する。

事前学習

事前学習用プリントを仕上げる。60分程度

事後学習

授業で配布したプリント掲載の内容を、自分なりにノートにまとめる。60分程度

授業計画

第2回
朝礼　日本式ホスピタリティマインドの復習

第3回
朝礼　来客応対　案内

第4回
朝礼　来客応対　案内　ロールプレイング

第5回
朝礼　席次　ビジネスシーンでのマナー

第6回
朝礼　名刺の取り扱い　名刺作成

第7回
朝礼　ビジネスでの話題探し　スモールトーク

第8回
朝礼　名刺交換実習

第9回
朝礼　会議の準備と流れ　会議の種類

第10回
朝礼　会議の準備と流れ　ロールプレイング

区分 割合（％） 内容

第11回
朝礼　来客応対から見送りまで　ロールプレイング

第12回
朝礼　欧文略語①

第13回
朝礼　欧文略語②

第14回
これまでの講義のまとめ

第15回
小テスト

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

教科書は指定せず適宜プリントを配布する。

参考書



科目名 接遇外国語Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 山北　麻美

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
オリエンテーション
意見交換でよく使う英語

到達目標

・よりNative speakerに近い表現を身につけ、詳細を的確な表現で伝えられるようになる
・Native speakerが話すナチュラルスピードの速さに慣れ大意をつかんで会話を展開させることができる
・国ごとの文化の違いを知り、英語で意見を交換することができる

講義概要

授業ではより自然で現実的な英語の会話に触れます。
さまざまなトピックについて基本的な語彙や文型だけではなく、さまざまな表現や文化の違いを学び、意見交換をします。
さらに英語を理解するだけではなくより自然な日本語に翻訳する機会も取り入れます。

学修成果

自然な英語を使ってコミュニケーションをとることができること。
適切な表現を用いて自分の意見や気持ちを伝えることができること。

事前学習

必要に応じ、講師が指定する宿題を事前学習として実施。30分程度。

事後学習

授業で学習した内容を復習し、不明点などを確認し、講師に質問する。特に難しかった発音は声に出し確認しておく。30分程度。

授業計画

第2回
交通１　New York Trasnportation

第3回
交通２　Tokyo Trasnportation - Rush Hour

第4回
交通３　Train and Bus

第5回
交通４　Taxi, Ubar and Other Car Services

第6回
学校1　Law School Entrance Exams

第7回
学校2　Gap Year

第8回
学校3　Ivy League Edcation

第9回
Presentation準備

第10回
Presentation準備

区分 割合（％） 内容

第11回
Presentation

第12回
伝統１　Proposal

第13回
伝統２　Bachelor Party

第14回
伝統３　Wedding

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

その他 0

教科書

『ビジネス英語のプロが教える！会話がはずむスマートフレーズ＆トピック』　大島さくら子／スティーブ・バーンステイン　　ペレ出版

参考書



科目名 接遇外国語Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 山北　麻美

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
後期の目標設定
仕事１　Office Party

到達目標

・よりNative speakerに近い表現を身につけ、詳細を的確な表現で伝えられるようになる
・Native speakerが話すナチュラルスピードの速さに慣れ大意をつかんで会話を展開させることができる
・国ごとの文化の違いを知り、英語で意見を交換することができる

講義概要

授業ではより自然で現実的な英語の会話に触れます。
さまざまなトピックについて基本的な語彙や文型だけではなく、さまざまな表現や文化の違いを学び、意見交換をします。
さらに英語を理解するだけではなくより自然な日本語に翻訳する機会も取り入れます。

学修成果

自然な英語を使ってコミュニケーションをとることができること。
適切な表現を用いて自分の意見や気持ちを伝えることができること。
文化やビジネスシーンなど将来使う英語を想定して適切な表現で話すことができること。

事前学習

必要に応じ、講師が指定する宿題を事前学習として実施。30分程度。

事後学習

授業で学習した内容を復習し、不明点などを確認し、講師に質問する。特に難しかった発音は声に出し確認しておく。30分程度。

授業計画

第2回
仕事２　Business Meetings

第3回
仕事３　Work from Home

第4回
仕事４　Changing Jobs

第5回
健康と福利厚生１　Yoga

第6回
健康と福利厚生２　Life Expectancy

第7回
健康と福利厚生３　Smoking

第8回
健康と福利厚生４　Dieting and Exercise

第9回
Presentation準備

第10回
Presentation準備

区分 割合（％） 内容

第11回
Presentation

第12回
社会問題１ Drunk Driving

第13回
社会問題２ Underage Drinking

第14回
社会問題３ Gun Control

第15回
期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

その他 0

教科書

『ビジネス英語のプロが教える！会話がはずむスマートフレーズ＆トピック』　大島さくら子／スティーブ・バーンステイン　　ペレ出版

参考書



科目名 特別演習Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 山北　麻美

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
テストの振り返りおよび前期目標の自己評価
食事１　How to Order at a Restaurant

到達目標

・よりNative speakerに近い表現を身につけ、詳細を的確な表現で伝えられるようになる
・Native speakerが話すナチュラルスピードの速さに慣れ大意をつかんで会話を展開させることができる
・国ごとの文化の違いを知り、英語で意見を交換することができる

講義概要

授業ではより自然で現実的な英語の会話に触れます。
さまざまなトピックについて基本的な語彙や文型だけではなく、さまざまな表現や文化の違いを学び、意見交換をします。
さらに英語を理解するだけではなくより自然な日本語に翻訳する機会も取り入れます。

学修成果

自然な英語を使ってコミュニケーションをとることができること。
適切な表現を用いて自分の意見や気持ちを伝えることができること。

事前学習

必要に応じ、講師が指定する宿題を事前学習として実施。30分程度。

事後学習

授業で学習した内容を復習し、不明点などを確認し、講師に質問する。特に難しかった発音は声に出し確認しておく。30分程度。

授業計画

第2回
食事２　How to Pay1

第3回
食事２　How to Pay2

第4回
買い物１　Bargaining 1

第5回
買い物１　Bargaining2

第6回
買い物１　Bargaining3

第7回
買い物２　Wrapping1

第8回
買い物２　Wrapping2

第9回
買い物２　Wrapping3

第10回
買い物３　Online Shopping1

区分 割合（％） 内容

第11回
買い物３　Online Shopping2

第12回
買い物３　Online Shopping3

第13回
前期集中講義の総復習

第14回
小テスト

第15回
小テストの振り返り
時事問題（参考資料)

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

Japantimes/CNN

その他 0

教科書

『ビジネス英語のプロが教える！会話がはずむスマートフレーズ＆トピック』　大島さくら子／スティーブ・バーンステイン　　ペレ出版

参考書



科目名 特別演習Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 山北　麻美

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回
テストの振り返りおよび後期目標の自己評価

到達目標

・よりNative speakerに近い表現を身につけ、詳細を的確な表現で伝えられるようになる
・Native speakerが話すナチュラルスピードの速さに慣れ大意をつかんで会話を展開させることができる
・国ごとの文化の違いを知り、英語で意見を交換することができる

講義概要

授業ではより自然で現実的な英語の会話に触れます。
さまざまなトピックについて基本的な語彙や文型だけではなく、さまざまな表現や文化の違いを学び、意見交換をします。
さらに英語を理解するだけではなくより自然な日本語に翻訳する機会も取り入れます。

学修成果

自然な英語を使ってコミュニケーションをとることができること。
適切な表現を用いて自分の意見や気持ちを伝えることができること。

事前学習

必要に応じ、講師が指定する宿題を事前学習として実施。30分程度。

事後学習

授業で学習した内容を復習し、不明点などを確認し、講師に質問する。特に難しかった発音は声に出し確認しておく。30分程度。

授業計画

第2回
自然　Earthquake1

第3回
自然　Earthquake2

第4回
祝日1

第5回
祝日2

第6回
娯楽1

第7回
娯楽2

第8回
ペット　Dog Person or Cat Person1

第9回
ペット　Dog Person or Cat Person2

第10回
ディべート
Presentation 準備

区分 割合（％） 内容

第11回
Presentation 準備

第12回
Presentation

第13回
後期集中講義の総復習

第14回
小テスト

第15回
小テストの振り返り
時事問題（参考資料)

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

Japantimes/CNN

その他 0

教科書

『ビジネス英語のプロが教える！会話がはずむスマートフレーズ＆トピック』　大島さくら子／スティーブ・バーンステイン　　ペレ出版

参考書



科目名 ビジネス検定対策Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 佐々木　沙知

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回 オリエンテーション（授業の進め方や目的の確認など）

到達目標

TOEIC L&Rテスト600点以上取得

講義概要

本講義ではTOEIC L&Rテストで600点を取得する事を目標とし、主にビジネスの場面で使われる英語の語彙・表現・文法・文章構
造等をリスニングおよびリーディングの両面から学び、TOEIC L&Rテストの点数向上につなげる

学修成果

各パートの問題形式に慣れると共に、スコアアップに必要なトレーニングを自主的に実践できる

事前学習

各ユニットで必要な語彙を学習する

事後学習

学習した語彙、文法を復習するとともに授業で使用した教材テキストの音読練習を行う

授業計画

第2回
Reading：実践１
スキミング、スキャニング等、Reading問題全般の解法について確認

第3回
Reading：実践２
英語の文章構造および構文等、英文法の重要項目について確認

第4回
Reading：実践３
Part 5の問題パターン毎の解法について確認

第5回
Reading：実践４
Part 6の問題パターン毎の解法について確認

第6回
Reading：実践５
Part 7の問題パターン毎の解法について確認

第7回
Listening：実践１
Listening問題全体の解法について確認

第8回
Listening：実践２
Part 1, 2の問題パターン毎の解法について確認

第9回
Listening：実践３
Part 3の問題パターン毎の解法について確認

第10回
Listening：実践４
Part 4の問題パターン毎の解法について確認

区分 割合（％） 内容

第11回 模擬問題実施

第12回 模擬問題解答確認

第13回 模擬問題実施

第14回 模擬問題解答確認

第15回 期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

公式TOEIC Listening＆Reading 問題集 12（国際ビジネスコミュニケーション協会）
その他、新聞、Webサイトなどから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 ビジネス検定対策Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 佐々木　沙知

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回 オリエンテーション（前期の振り返り）

到達目標

TOEIC L&Rテスト600点以上取得

講義概要

本講義ではTOEIC L&Rテストで600点を取得する事を目標とし、主にビジネスの場面で使われる英語の語彙・表現・文法・文章構
造等をリスニングおよびリーディングの両面から学び、TOEIC L&Rテストの点数向上につなげる

学修成果

各パートの問題形式に慣れると共に、スコアアップに必要なトレーニングを自主的に実践できる

事前学習

各ユニットで必要な語彙を学習する

事後学習

学習した語彙、文法を復習するとともに授業で使用した教材テキストの音読練習を行う

授業計画

第2回
Reading：実践６
Part 5の強化演習

第3回
Reading：実践７
Part 6の強化演習

第4回
Reading：実践８
Part 7 Signle Passage問題の強化演習

第5回
Reading：実践９
Part 7 Multiple Passage問題の強化演習

第6回
Listening：実践５
Part 4 説明文問題の強化演習

第7回
Listening：実践６
Part 3 会話問題の強化演習

第8回 復習：Reading講義内容

第9回 復習：Listening講義内容

第10回 模擬問題実施

区分 割合（％） 内容

第11回 模擬問題解答確認

第12回 模擬問題実施

第13回 模擬問題解答確認

第14回 これまでの授業のまとめ

第15回 期末試験

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

公式TOEIC Listening＆Reading 問題集 12（国際ビジネスコミュニケーション協会）
その他、新聞、Webサイトなどから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 課程演習Ⅲ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 佐々木　沙知

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回 応用１：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

到達目標

TOEIC L&Rテスト600点以上取得

講義概要

本講義ではTOEIC L&Rテストで600点を取得する事を主目標としつつ、同時に実践的な英会話演習を通して、総合的な英語力を
向上させる

学修成果

TOEIC問題の理解につながるトピックについて英語で理解し、意見を述べることができる。また、それらのトピックを用いたTOEIC形
式問題に慣れ、スコアアップに必要なトレーニングを自主的に実践できる

事前学習

各ユニットで必要な語彙を学習する

事後学習

講義で扱った記事について、単語、文法等重要事項を復習する

授業計画

第2回 応用１（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第3回 応用２：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第4回 応用２（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第5回 応用３：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第6回 応用３（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第7回 応用４：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第8回 応用４（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第9回 模擬問題実施

第10回 模擬問題解答確認

区分 割合（％） 内容

第11回 模擬問題実施

第12回 模擬問題解答確認

第13回 これまでの授業のまとめ

第14回 これまでの授業のまとめ（続き）

第15回 小テスト

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

はじめてのTOEIC L＆Rテスト全パート総合対策（アスク出版）
その他、新聞、Webサイトなどから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 課程演習Ⅳ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 佐々木　沙知

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回 応用５：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

到達目標

TOEIC L&Rテスト600点以上取得

講義概要

本講義ではTOEIC L&Rテストで600点を取得する事を主目標としつつ、同時に実践的な英会話演習を通して、総合的な英語力を
向上させる

学修成果

TOEIC問題の理解につながるトピックについて英語で理解し、意見を述べることができる。また、それらのトピックを用いたTOEIC形
式問題に慣れ、スコアアップに必要なトレーニングを自主的に実践できる

事前学習

各ユニットで必要な語彙を学習する

事後学習

講義で扱った記事について、単語、文法等重要事項を復習する

授業計画

第2回 応用５（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第3回 応用６：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第4回 応用６（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第5回 応用７：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第6回 応用７（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第7回 応用８：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第8回 応用８（続き）：ビジネス系記事を用いた総合演習（Listening & Reading対策および会話演習）

第9回 模擬問題実施

第10回 模擬問題解答確認

区分 割合（％） 内容

第11回 模擬問題実施

第12回 模擬問題解答確認

第13回 これまでの授業のまとめ

第14回 これまでの授業のまとめ（続き）

第15回 小テスト

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

はじめてのTOEIC L＆Rテスト全パート総合対策（アスク出版）
その他、新聞、Webサイトなどから適宜引用

その他 0

教科書

教科書は指定せず、適宜、プリント等を配布

参考書



科目名 外国語Ⅱ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic Englishコース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 Joseph

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How should company be using our data?

到達目標

TOEIC: 550 - 780
TOEFL iBT: 41 - 71
CEFR: B1

講義概要

This class focuses on reading and writing and develops critical thinking skills essential for communication in English. Based on a 
question-centered critical thinking approach, this course allows learners to question, analyze, and self-assess while improving 
their English language skills. Critical Thinking Strategy sections, topics, and assessments help students develop the techniques 
and critical thinking skills they need to move forward in their studies.

学修成果

Students can acquire linguistic, non-cognitive skills and Global Skills essential for communication.

事前学習

Study the vocabulary and grammar items to be covered in the unit

事後学習

Review the studied vocabulary and grammar items

授業計画

第2回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How should company be using our data?

第3回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How should company be using our data?

第4回
UNIT 4 BUSINESS AND MARKETING - How should company be using our data?

第5回
Review Global Skils: Unit 1 - Unit 3

第6回
Review Global Skils: Unit 1 - Unit 3

第7回
UNIT 5 SOCIAL SCIENCES - What makes a place worth preserving?

第8回
UNIT 5 SOCIAL SCIENCES - What makes a place worth preserving?

第9回
UNIT 5 SOCIAL SCIENCES - What makes a place worth preserving?

第10回
UNIT 5 SOCIAL SCIENCES - What makes a place worth preserving?

区分 割合（％） 内容

第11回
Review Global Skils: Unit 4 - Unit 5

第12回
Review Global Skils: Unit 4 - Unit 5

第13回
Review: UNIT 4- UNIT 5

第14回
Review: UNIT 4- UNIT 5

第15回
Quiz

成績評価の方法

定期試験 70

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 30

その他 0

教科書

Q Skills for Success: Reading and Writing - Level 3

参考書



科目名 キャリアデザイン論Ⅰ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 田　章一

開講期 2026年度 開講学期 前期 単位 2

第1回
日本企業と人材観

到達目標

日本企業の人材マネジメント全般にわたり、その概念や仕組みの特徴、労働価値観、行動規範、チームワークや組織ルールの基
本的メカニズムへの理解をグローバル視点で深めることによって、自身の就職活動並びに就職後の就業行動に役立てる。

講義概要

日本企業における人材マネジメントの基本的体系、特に日本企業の雇用慣行や人事評価、人材育成、労務管理、人間関係論等
の基礎と求められる人材としての実践適応力を養成する。

学修成果

日本企業の人材マネジメントについて自分の理解を自分の言葉で語ることができるようにすると共に、自らの就業意識や労働価値
観の形成並びに就職活動における企業選択や入社後の仕事経験に役立てる。

事前学習

授業の最後に、次回授業テーマを予告するため、予告テーマに対する自らの関心事項や疑問事項を箇条書きのメモにしておくこと
（3個以上考えて授業に臨むことを目安とする）

事後学習

授業で使用した資料を用意すること。

授業計画

第2回
日本型雇用慣行

第3回
正社員という働き方

第4回
採用と配属の考え方

第5回
人事評価制度の論理と仕組み

第6回
昇進・昇格の論理と仕組み

第7回
賃金・報酬制度

第8回
人材育成とOJT

第9回
労働時間・働き方改革

第10回
就職活動と企業選択

区分 割合（％） 内容

第11回
労働時間・働き方改革

第12回
就職活動と企業選択

第13回
会議とコミュニケーション

第14回
前期講義のまとめ（前期期末試験前の振り返り）

第15回
前期期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

ケーススタディ グローバルHRM 日本企業の挑戦_中央経済社_桑名義晴_初版2019年10月

その他 0

教科書

人事管理 ― 人と企業、ともに活きるために［第2版］_有斐閣_平野光俊・江夏幾多郎_初版2025年12月

参考書



科目名 キャリアデザイン論Ⅱ

専門学校東京国際ビジネスカレッジ
コース Academic English コース
学年 2年

授業回数 15回

担当教員 田　章一

開講期 2026年度 開講学期 後期 単位 2

第1回 人事戦略と経営戦略

到達目標

日本企業の人材マネジメント全般にわたり、その概念や仕組みの特徴、労働価値観、行動規範、チームワークや組織ルールの基
本的メカニズムへの理解をグローバル視点で深めることによって、自身の就職活動並びに就職後の就業行動に役立てる。

講義概要

日本企業における人材マネジメントの基本的体系、特に日本企業の雇用慣行や人事評価、人材育成、労務管理、人間関係論等
の基礎と求められる人材としての実践適応力を養成する。

学修成果

日本企業の人材マネジメントについて自分の理解を自分の言葉で語ることができるようにすると共に、自らの就業意識や労働価値
観の形成並びに就職活動における企業選択や入社後の仕事経験に役立てる。

事前学習

授業の最後に、次回授業テーマを予告するため、予告テーマに対する自らの関心事項や疑問事項を箇条書きのメモにしておくこと
（3個以上考えて授業に臨むことを目安とする）

事後学習

授業で使用した資料を用意すること。

授業計画

第2回 組織設計と役割分担

第3回 組織文化と価値観

第4回 雇用形態の多様化

第5回 労使関係の基礎

第6回 コンプライアンスと倫理

第7回 リーダーシップ論

第8回 キャリア形成支援

第9回 モチベーション管理

第10回 日本企業の意思決定

区分 割合（％） 内容

第11回 非公式コミュニケーション

第12回 メンタルヘルスと働き方

第13回 人事の最新動向

第14回
後期講義のまとめ（後期期末試験前の振り返り）

第15回
後期期末試験

成績評価の方法

定期試験 60

期試験以外（授業内の課題･参加度・出席態度等） 40

ケーススタディ グローバルHRM 日本企業の挑戦_中央経済社_桑名義晴_初版2019年10月

その他 0

教科書

人事管理 ― 人と企業、ともに活きるために［第2版］_有斐閣_平野光俊・江夏幾多郎_初版2025年12月
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